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b)OEDはリスト中の殆んどすべての分詞を分詞形容詞として記戴している。のってい
ないのは次の4語のみである。admitting,motoring,recognizing,escaped.このことは
2，3節に引用したPoutsmaの所説をはっきり立証したものと考えてよいであろう。しか
し逆に他の語と比較してより形容詞化しているかどうかを知ることには利用できないことに
なる。
c)nativespeakerにしか判断できない形容詞と分詞の区別を，日本の辞典に求めるこ
とは無理なことであるから，二つの英和辞典は参考程度にしか役立たない。資料が米国のも
のであることを考えると,Universalは英国の辞典であるから同じnativespeakerの編
さんでも米国の2冊よりも弱いと考えられる。結局WebsterとRandomHouseが形容
詞と認めていれば，その分詞は形容詞とみなしてよいと思われる。Universalも形容詞と
しているならば，その分詞は形容詞としての地位をより確認されたものと考えてよいであろ
うo
Webster,RandomHouse両辞典で形容詞と認めた現在分詞28語(47%),過去分詞23語
(38％)。両辞典とも認めていない現在分詞は17語（28％)，過去分詞は19語（32％）である。
Webster,RandomHouse,Universalの三者とも認めているものは，現在分詞23語(38
％)，過去分詞は11語（11％）である。次に三者とも認めていないものは，現在分詞12語(20
％)，過去分詞16語（27％）ある。
d)統計上の重要度（動詞）と，その分詞の形容詞化の関係は特にないように思われる。
もっと多くの標本をとらないとわからない。上記のリストの中で形容詞となっている分詞
をもつ動詞は1,000～2,000（1）の動詞に一番多いようだ。その他では目立つことはな
い。
e)表より明らかなように日本の辞典は非常に多くの分詞を形容詞として記載している。
OED以外の3米英辞典にはのっていないが，わが国の辞典にのっている現在分詞は研究社
4語，岩波1語，過去分詞は前者に2語，後者に1語ある。逆にそれら3辞典に形容詞と記
載されていて，日本の両辞典にのっていないものは1語もない。
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f)un-で始まる分詞で形容詞として項目にあがっている語は多いが，それは語形成の
時，分詞に形容詞接頭辞un－がついたものが大部分で，動詞接頭辞un-が動詞に付いて，
それが分詞になったものは形容詞と記述されていないようだ。
un-changing(adj)cf.unnerv-ing(non-adj)
g)分詞は形容詞として記載されていなくても，その分詞よりの派生語は記載されている
例は多い。例えばWebsterではcomplainingの項目はないが，それよりの派生語com‐
plainingly,complainingnessは1項目として記載されている。同様にsurprisedly,
fadednessなど多い。このことは，辞書に形容詞としてのせられないような分詞でも，その
動詞とは独立に形容詞として働いていることを示すものであって，分詞の形容詞性の強さを
物語るものである。
4．2．分詞形容詞と限定される名詞との関係
現在分詞：大部分は名詞が分詞の主語の関係にある。いくらかの例をあげる。
(1)a"oα〃"glog←alogwhichis"Oα〃"g(自動詞）
<2)a伽"gj"goillamp←anoillampwhichis〃"gi"g(自動詞）
(3)theco"""""""ggeneral←thegeneralwhoCO"獅α〃sl |（他動詞）
(4)"@0""gpassages←passageswhich"@02ﾉesl |(他動詞）
他動詞の場合は目的語は漠然と不鮮明になって分詞に含まれてしまっているのである。
時には次例のように名詞が分詞の目的語になっている場合がある。
(5)叱り"”j"gareaoflaw←theareawhichltheylaredeZleﾉ0〆"g
(6)Ikeptonoutofinabilitytogiveupaノosj"gbattle←abattlewhichII
was/OS"9.-R・D、6
分詞の主語は表面には出ないで文脈により理解されている。
過去分詞：現在分詞の時ほど関係は単純ではなく，意味ももとの動詞とはかなり違った
ものになる場合が多い。多くはその動作の結果である性質を示している。
（7）α〃"α0"edchildren←childrenwhowere"6α〃o"ed(他動詞）
(8)"O""edmariners←marinerswhowere"O""ed(他動詞）
(9)Ionceheardal'g〃γedadmiraltalkingaboutanacquaintance.
←anadmiralwhohadγ〃〃ed.(自動詞）
これらは皆単純なものであるが，分詞が転移されたものは一様には扱えない。
(10)Shetalkedinanerveless,eカルα"S#edway.-E.Q"〃〃
(11)Heledthewayintothe"S""darkness.－〃e"Z
(12)Theylaunchedadeｵ〃"@"edcampaigntostoptherapidriseingovern-
mentspending.-R.D、6
(13)Igotade〃〃edletter.-R.D.9
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（10)－(13）は（7）－（9）までのように単純には関係代名詞で書きかえることはできな
い。しいて書きかえるとすれば次のようにでもしなくてはならないであろう。
(10)'anervous,"〃"S〃αway←awaywhichshowedshehadbeennerveless
ande苑"α"s"α
(11)'the〃"S"eddarkness←thedarknesswhichseemedtohave〃"s"edall
(12)'a〃ﾒel'"@j"edcampaign←acampaignwhichtheyhad〃＃gγw@"edthem-
selvestocarryon
このような複雑な限定の仕方をしている分詞は単純な限定の仕方の分詞よりも形容詞化の
度合が高いといえるであろうか。標本をみるとexhaustedはWebster,RandomHouse
ともに形容詞としては記載していないが,determinedは六辞書とも形容詞としている。そ
の他の例においても同様にまちまちである。それ故形容詞化した分詞ほど転移された限定用
法に用いられるとは云いきれないように思われる。この事実は分詞に本質的に備わっている
形容詞性を示すものといえよう。
4.3.Faucet&Makiの統計により重要度一千語以内の動詞の分詞の六辞書に形容詞と
して記載されているものを調べると次のようになる。
（全休78語)（)内%||WehlRHIOEDIUnivl研｜岩
382264233933
現在分詞
（49）（28）（82）（29）（50）（42）
292162183029
過去分詞（37）（27）（80）（23）（38）（37）
78語は次の動詞である。
ask,be,begin,believe,bring,buy,call,carry,change,close,come,cover,cut,
do,eat,fall,feel,fill,find,follow,form,go,get,give,have,hear,help,hold
l
hope,keep,know,learn,leave,let,live,look,love,make,mean,meet,need,pass,
pay,play,plan,please,point,present,put,reach,read,receive,remain,remember、
run,say,see,seem,send,set,show,sit,stand,start,stay,stop,take,talk,tell,
thank,think,try,turn,use,want,wish,work,write.
六辞書とも形容詞として記載しているものは，
現在分詞:cutting,eating,feeling,following,knowing,living,loving,meaning,
passing,pleasing,reading,running,seeming、standing,telling,trying,wanting,
working,の18語，全体の23%・
過去分詞:cut,done,given､gone,learned・pointed,read,run,set,tried,の10語,13%｡
六辞書とも形容詞として記載していないものは，
現在分詞:bringing,buying,finding,learning,leaving,letting,saying,sending,
showing,thanking,using,の11語,14%。
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過去分詞:asked,(been),(followed),had,helped,let,met,(reached),(remained)
(seemed),(sit),(stand),thanked,thought,の14語,()は自動詞,18%･
4．4．周知のように変形生成文法ではaredappleの生成は,anapplewhichisred
→*anapplered→aredappleのようにしているのであるが，分詞形容詞の場合も同
じ規則で生成されると思われる。形容詞の場合とちがって分詞の場合は第二段階で非文法的
文を形成することもない。
(1)aboywhoisカノαjﾉ伽ginthegarden
→aboy〃αyj"ginthegarden→aカノαｺﾉj"gboy
4．2．の（10）～（13）のような例についてはどうかというとZ.Vendlerは多様の形容
詞を生成する公式化を提案しているが5）そのような方式もこの場合適用できると思われる。
Vendlerの一例をあげる。変形により削除し，形容詞を前置する｡
(2)nuclearscientist←scientistwho[studies)nuclear(phenomena)
すべての動詞の現在分詞，すべての他動詞と一部の自動詞の過去分詞が形容詞として限定
的に用いられることは前述の通りであるが，その用いられる場合には大きな制約がある。
(3)Thechildrenare"α〃"gbooks.
(4)*The"eα伽"gchildrenareTomandMary.
(5)*Thel'eaabooksareonthetable.
（4），（5）の分詞は形容詞性が乏しいからだといってしまえばそれまでであるが，その非
文法性には程度の差があるように思われる。nativespeakerの判断は6),(4)はcGcurious''
(5）は<.alittlecurious''であった。(4)のreadingは他動詞であって目的語をとる
故,reading[vt)+children(o)のような非文法的文を連想させるような動詞性がつよ
すぎるためであろう。これが2，3節にあげた標本の分詞ならば，目的語はあいまい化して
しまうところなのである。これに対し（5）のreadは結果を示していてある程度形容詞的
性質を持っているので文法的には許容度が高いのであろう。副詞をつければ（5）は文法的
文になることでも明らかである。
(6)a方〃"e〃かreadbookcf.難〃S/readingchildren
進行形の現在分詞は次第に形容詞的機能を獲得しつつあり7)，受動態の過去分詞，ある種
の自動詞の過去分詞は結果である状態を示すので形容詞的である。これらが話者の心中にお
いて形容詞的と意識された時のみに，可能な名詞を限定できるのである。即ち，分詞が限定
形容詞として名詞に前置されるときには二重の制限をうけていることになる。第一段階は統
語上のもので
(7)Theboyisreadingabook.は可能だが，
(8)*Abookisreadingthebooy.は不可能とする種類のものであり，第二段階
は，分詞そのものの形容詞化の程度に関する意味上のものである。このように二重に制約を
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受けているため「分詞十名詞」の結合の組合せは一見したところ無限のようであっても，実
際は限られたものとなってくる。それ故,collocationの研究により解明していかなくては
ならないことになるのである。
複雑な諸制限に縛られながらも，それを意識しないで無限の文法的文を生み出すことがで
きる人間の言語能力というものに，改めて驚嘆せずにはいられない。
4．5．以上をまとめると次のようになる。
1）個個の分詞が形容詞かどうかを辞書により調べると，その扱い方は多様であって，一
律に形容詞，非形容詞とわけることは不可能である。
2）分詞は辞書に形容詞と記載されていなくても，限定形容詞として用いられ，それより
の派生語を作り，又動詞の時結びつく名詞とは別の名詞の限定に転用されうる。それほど分
詞の形容詞性は本質的なものである。
3）然しすべての場合にそうであるのではなく，動詞の時結びつく名詞を，前置限定形容
詞として修飾できぬ場合も多い。
4）分詞が限定形容詞として用いられるさいの制限は，統語上，意味の二重のものであ
って，その研究はcollocationの研究をまつほかはない。
??
????
Poutsma,H・Partm,Section2,Chap．LVI1,19～20.
作品の略号例R、D.6-Reader3Digest6月号,(この雑誌及Timeは1970年のもの,N.
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Poutsma,Partm,Section2,Chap・LVII,28～29
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